
  

 
 
 
 
 
 

 

○テーマ・概要                

 

 

○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射光を用いた基礎科学および産業利用 ~日本の未来を考える~ について講演を行い、主にニュース

バルで進めている次世代半導体微細加工技術で最も有望な極端紫外線リソグラフィー技術開発の現状と

課題を紹介するとともに、今後の日本の半導体産業を中心に将来に対する展望を議論した。 

兵庫県立大学のニュースバル放射光施設は国内で大学が保有する最大の施設である。放射光は「夢の

光」と言われており、とても明るく真っ直ぐな光で、この光によりこれまで見えなかったものを見るこ

とができる。この意味で、放射光施設は「巨大な顕微鏡」である。 

また、Ｘ線には軟Ｘ線と硬Ｘ線がある。光子のエネルギーが 10 keV よりも低いＸ線が軟Ｘ線であり、

10 keV よりも高いＸ線が硬Ｘ線である。ニュースバル放射光施設は軟Ｘ線の実験施設である。 

このため、この施設では軟Ｘ線を中心に基礎研究から産業利用を進めている。講演では特に、ＡＩや

ＩｏＴ等用の電子デバイスの製作に欠かせない最先端の半導体微細加工技術である極端紫外線リソグ

ラフィー技術（EUVL）の現状・課題について紹介するとともに、日本の半導体をどのように復活できる

かを議論し、受講者からも活発に意見が出た。 

図１は、パワーポイントを用いて上記の紹介を 

行っているところである。この他にも、UBB メモリ 

用チップ、EUVL 用マスク、12 インチウェハの実物 

を紹介した。また、超高純度を有する４インチシリ 

コンウェハを講演会場に持ち込み、ダイヤモンドカ 

ッターを用いて割るなどを実演し、結晶方位につい 

ても解説した。さらに、ニュースバルの電子蓄積リ 

ング、放射光発生光源である偏向電磁石やアンジュ 

レ－タを VR やドローンの映像を用いて紹介した。 

                        

  図１．VR を用いた講義の様子の写真   

 

平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

放射光を用いた基礎科学および産業利用～日本の未来を考える～ 

日  程 : 平成３０年８月１日（水）13：30～15：00 

受講者数 : ６人 

会  場 : 姫路工学キャンパス  

講  師 : 高度産業科学技術研究所 所長・教授 渡邊 健夫 


